
皇
室
事
項

官
庁
報
告

令和年月日 月曜日 第号官 報

福
井

繁

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

猪
瀬

康
夫

岡

修

岡
野

俊
一

川
田

茂

佐
々
木

淳

島
田

理
平

鳥
羽

忠
男

馬
場

成
元

森

倫
夫

渡

修

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

太
田

正
博

（
岩
手
県
盛
岡
地
区
広
域
消
防
組
合

消
防
司
令
）

兼
平

仁
詩

鈴
木

文
昭

畠
山

政
美

服
部

義
雄

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
二
十
一
日
）

市
川

淳

吉
田
外
喜
夫

若
狹

正

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

川
辺

幸
一

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
九
月
二
十
二
日
）

相
馬

孝

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
九
月
二
十
三
日
）

二
階
堂

始

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
九
月
二
十
四
日
）

福
田

修
久

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
九
月
二
十
五
日
）

労

働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

北
海
道
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
２
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和
34年

法
律
第
137号

）
第
15条

第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
北
海
道
船
舶
製
造
・
修
理
業
、

船
体
ブ
ロ
ッ
ク
製
造
業
最
低
賃
金
（
平
成
20年
北
海
道
労

働
局
最
低
賃
金
公
示
第
５
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
19条
第
１
項
の
規
定

に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
７
年
10
月
27
日
北
海
道
労
働
局
長
村
松
達
也

第
４
号
中
「
１
時
間
1040円

」
を
「
１
時
間
1105円

」
に
改
め
る
。
附
則

こ
の
決
定
は
、
令
和
７
年
12月
１
日
か
ら
効
力
を
生
ず

る
。

埼
玉
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
４
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和
34年

法
律
第
137号

）
第
15条

第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
埼
玉
県
自
動
車
小
売
業
最
低
賃

金
（
平
成
20年
埼
玉
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
７
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法

第
19条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
７
年
10
月
27
日埼
玉
労
働
局
長
片
淵
仁
文

第
４
号
中
「
１
時
間
1089円

」
を
「
１
時
間
1152円

」
に
改
め
る
。
附
則

こ
の
決
定
は
、
令
和
７
年
12月
１
日
か
ら
効
力
を
生
ず

る
。

島
根
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
２
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和
34年

法
律
第
137号

）
第
15条

第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
島
根
県
自
動
車
（
新
車
）
小
売

業
最
低
賃
金
（
平
成
20年
島
根
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第

５
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の

で
、
同
法
第
19条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
７
年
10
月
27
日島
根
労
働
局
長
岩
見
浩
史

第
４
号
中
「
１
時
間
1000円

」
を
「
１
時
間
1069円

」
に
改
め
る
。

認
証
官
任
命
式

十
月
二
十
二
日
午
後
八
時
、
宮
中
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ

ル
副
大
臣
兼
内
閣
府
副
大
臣
今
枝
宗
一
郎
、
復
興
副
大
臣

田
所
嘉

、
復
興
副
大
臣
兼
内
閣
府
副
大
臣
瀬
戸
隆
一
、

内
閣
府
副
大
臣
岩
田
和
親
、
同
鈴
木
隼
人
、
同
津
島
淳
、

総
務
副
大
臣
堀
内
詔
子
、
同
高
橋
克
法
、
法
務
副
大
臣
三

谷
英
弘
、
外
務
副
大
臣
国
光
あ
や
の
、
同
堀
井
巌
、
財
務

副
大
臣
中
谷
真
一
、
同
舞
立
昇
治
、
文
部
科
学
副
大
臣
小

林
茂
樹
、
同
中
村
裕
之
、
厚
生
労
働
副
大
臣
長
坂
康
正
、

同
仁
木
博
文
、
農
林
水
産
副
大
臣
根
本
幸
典
、
同
山
下
雄

平
、
経
済
産
業
副
大
臣
兼
内
閣
府
副
大
臣
井
野
俊
郎
、
同

山
田
賢
司
、
国
土
交
通
副
大
臣
佐
々
木
紀
、
国
土
交
通
副

大
臣
兼
内
閣
府
副
大
臣
兼
復
興
副
大
臣
酒
井
庸
行
、
環
境

副
大
臣
青
山
繁
晴
、
環
境
副
大
臣
兼
内
閣
府
副
大
臣

清

人
及
び
防
衛
副
大
臣
兼
内
閣
府
副
大
臣
宮
﨑
政
久
の
認
証

官
任
命
式
が
行
わ
れ
た
。

御
祝
電

天
皇
陛
下
は
、
ザ
ン
ビ
ア
の
独
立
記
念
日
に
つ
き
、
十

月
二
十
三
日
同
国
大
統
領
閣
下
へ
御
祝
電
を
発
せ
ら
れ

た
。
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